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書物は多いが、それは科学の分野にだけ通じる英語があるという意味ではない。国際性の強い
自然科学の分野では、研究者は外国語を駆使することは不可欠である。したがって、研究者を
めざす学徒はドイツ語の“du"のようなものを理解する語感を体得したいものである。それは
英語など他の外国語の習得にも役立つであろう。おそらく、そのためには現在の学校における
外国語教育のやりかたを根本的に再検討すべきではなかろうか。これについては筆者にも多少
の意見があるが、他の機会に譲りたい。 (iuPJ東京大学出版会、 1974、4月号、 42号)
「必須課目から“英語"をはずせ一理科系学生の外国語教育」
筆者は、さきに(本誌四十二号、 1976年4月号、 24頁)掲載された「一生物学徒の外国語
雑感Jの終りに、"現在の学校における外国語教育のやり方を根本的に再検討すべきである"と
述べた。そこで、本小文では、とくに大学教養過程における英語教育について、乏しいながら
筆者の専門分野周辺における経験からみた問題提起とその解決法の試案を提示したい。
1 
永井道雄文部大臣は、ある英語雑誌におけるインタービューで (TheEnglish Journa11976年
3月号)、日本人の90%はこと英語の読解力については、“うまい"とのべている。たしかに、中
学校の3年間、それに高等学校の3年間の英語学習時間は、他の非英語国、たとえば筆者の見
聞した北欧諸国と比較して遜色はない。その上、わが国の高等学校で用いられている教科書、
教材は、北欧諸国におけるそれらと比較すると格段に程度が高い。また、わが国の中学校で用
いられている英語教科書は、これ以上のものはないと思えるほどよくできている。もし中学校
3年間の教材を100%近くこなして身につけたならば、将来、英語の環境におかれてもコミュニ
ケーションの手段として、英語を自由に駆使できるはずである。
非英語国民の中でも、言語構造や発音の全く異なる日本人の場合、幼児期から英語に接しな
い限り、自動的あるいは反射的に話し言葉としての英語を身につけることは、少数の例外を除
いてまず不可能である。したがって、中学校、高等学校において、まず基本文法から英語を学
びはじめ、英語の読解力を中心に学習するという教育方針は当を得ている。
2 
大学教養過程においても、英語教育の重点は読解力にある。理科系学生のための必修の英語
授業は、ふつう半年ごとに一課目一単位、あるいは、多い大学で倍の二課目二単位(そのかわ
り第二外国語の授業時間は半減)、二年間の合計が四課目四単位(多い場合で八課目八単位)に
すぎない。一単位は週一時間 (100分)一回であるから、半年で15時間 (1600分)、二年で60時
間(正味100時間、多い場合で200時間)しか授業がないことになる。実際には休講もあるから、
教養過程の必修課目である英語の授業時間は高等学校(三年間で約500時間)におけるそれをか
なり下回っている。もちろん、学習の実は時間だけでは測れないわけで、むしろその内容が重
要である。
理科系学生と十数年間接してきた筆者の印象と時折おこなった診断テスト(註1)から次のこ
とがいえる。一回生のはじめ、つまり高等学校卒業、あるいは受験勉強直後と、三回生のはじ
め、つまり教養過程を了えたものの、英語読解力の平均値を比べると、前者のほうが後者を上
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回ることはあっても、下回ることは決してない。このことは、教養過程における英語教育が、“読
解力の養成"を目指しながら、その目的を果たしていないことを知実に示している。大学に入
つてはじめて学ぶドイツ語など第二外国語のほうが学生の興味をひき、彼らが自ら進んで学習
する例のほうが多い。一体どうしてこのような現象がおこるのであろうか。
中学生が中学校ではじめて英語を学びはじめるとき、この未知の言葉に対する好奇心から、
その学習に興味をもっ。しかし、高等学校では、とくに英語の好きな生徒あるいは嫌いな生徒
を除き、多くの進学希望者は、英語という言葉を学ぼうという自発的意思によってでなく、大
学入試を目標に学ぶ。いきおい、外国語の学習が、その言語のもつ歴史性や文化性を含めた総
合的な勉学(これが外国語を学ぶさい極めて重要であることは本誌四月号で強調した)という
より、むしろ解読式の技術的な学習が中心になっていくことになる。しかし、ことに語学の勉
強にはある種の強制も必要であるから、筆者は入試を目的とした英語の勉強を必ずしも有害な
ものとは思わない。
これに対して、大学教養過程における理科系学生の大部分は、進級あるいは卒業のため必修
とされている単位取得だけを目的として外国語の授業を受けている。旧制の高校性が、ドイツ
語などの外国語を学び、これを用いることをある誇りとしていたのとは大いに異なる。しかも、
大学における勉学は建前上、学生の自主性によっているから、単位認定のためには追再試験も
おこなわれる。少なくとも理科系学生の場合、外国語の学習は学問分野の研究のために必要な
コミュニケーションの手段として学ぶことでなく、極端にいうなら、単位取得だけが目的にな
っているのが現実である。これでは高等学校までの勉学で身についた英語の読解力も教養過程
の二年間に低下していくのも当然であろう。
3 
何ごとによらず学習には、まず目的がはっきりしていなくてはならない。ことに研究者を目
ざす理科系学徒にとって英語を学ぶ最大公約数的な目的は、国際的なコミュニケーションの手
段としての英語を駆使できるようにすることである。
国際的なコミュニケーションの手段としての英語を日本人が学ぼうとする限り、まず (1)読
解力と、 (2)聴きとり力、が必要であることはもちろんであるが、さらに進んで (3)文章によ
る表現力、および (4)口頭の表現力が得られてはじめて完全なものとなる。これらの4要素は
互いに独立したものでないことはいうまでもない。
これらの4要素のうち、文章による表現力、すなわち作文力と、聴きとり力が、英語学習の基
礎になる。とくに、作文力の養成は英語の(他の外国語も同様であろう)学習にとってもっと
も基本的なもので、これが備わっていなければ正確な読解力も、口頭による表現力も得られな
い。作文力は、事実を正確に伝えるという、自然科学においてもっとも要求されるコミュニケ
イションの手段を形づくる。日本人にとって英語の作文力を身につけるためには、まず日本語
で正しい表現をおこなう力を備える必要がある(このことはとかく軽視されがちであるが)。
私事にわたるが、筆者は学校における正規の英語教育を、中学校三年以降ほとんど受けてい
ない。戦時中の中学校では、英語の授業は三年生までで打ち切られた。また、高等学校では主
としてドイツ語を学び、英語は第二外国語として週に数時間学んだにすぎないD このため、研
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究者の道に入って以来、論文作成、通信、学会業務など、英語とは切り離せない仕事の連続で、
実用的な英語の学習にはいろいろ苦労をしている。筆者の英語作文の学習は、京都大学の，恩師A
名誉教授に負うところが多い。さきにのべた英語学習の基本は作文力であるという考えは、 A先
生ら恩師、先輩の教えから学びとったことで、むしろ受け売りに近い。 A先生は筆者の研究指導
者であり、先生に添削して頂いた論文原稿は数多い。今でも「いみ不明」と余白に書かれ、苦
心の英文に無残にも斜線を引かれた原稿を見るたびに、自分の力不足を感じる以上に、拙ない
英文を添削して下さった先生のご指導に対する感謝の念を新たにする。 A先生は、 (1)実験結果
をきちんと整理して出すこと、 (2) これに基づき、自分の言いたいことをはっきりさせること、
(3)英語国研究者のよい文章を真似て、短い、平易な文章を書くこと、そして (4)和英辞典
を用いないこと、を常に強調された(註2)。
筆者の研究室の演習で、よく学生に課することは、論文なり論説の一つのパラグラフのcentral
ideaをのべさせることである。しかし、学生がその文章の細部まで正しく理解しているかどう
かを知るもっとも手軽な方法は、逐語訳をさせることである。ところが、逐語訳をさせると、
大抵の場合、いわゆる翻訳調の、不自然な日本語になる。しかし、英語作文の学習がすすむと
(註3)、面白いもので、訳文はしだいに正確になり、日本文としても自然なものに近づく。
作文力はまた、口頭による表現力の基本になることはいうまでもない。コミュニケーション
の手段としての口頭による表現力は、ある程度正しい発音ができさえすれば、あとは作文力し
だいである。
4 
聴きとり能力の学習には、読み書きとは別の学習を必要とする。それはいうまでもなく音を
耳で聴きとる練習である。もっとも有効な聴きとり練習は書きとり (dictation)であろう。聴
きとり力の学習は、読解力、作文力と無関係ではない。 欧米人なみの反射的会話力を身につけ
ることが困難な日本人が英語を聴きとる力を身につけるには、作文力や読解力に基づくある種
の論理的聴きとり力を養う必要がある。たとえば、ある音なり、語がはっきり聴きとれなくて
も、文章の筋道から理解することができる場合が比較的多い。このような練習が蓄積すると、
かなりの聞き取り力を身につけることができるようになる。
基本的な発音と、聴きとり力の練習のための教材は溢れるほど多い。筆者は、とくに中学校
の教科書をテープに納めたものがもっともよい教材であると考えている。中学校の教科書はま
た、作文練習にもきわめて有用な教材である。これらの教材を用いてかなりの聴きとり力が習
得できたら、それぞれの専門分野における著名な科学者の講義テープなどを聴かせるのは大変
役に立つ。
難解な訳読用の教材を用いるより、まず中学校2-3年生の教科書程度の教材を用い、徹底的
に作文と聴きとり、そして発音練習をおこなうことが、学生の読解力を含めた英語力を確実に
上昇させる。現在おこなわれている教養過程の英語教育で一般に用いられているテキストは、
少なくとも理科系学生にとっては高級すぎて興味をひかない。これらのテキストがいかに文学
的に価値の高いものであろうと、学生が興味を持って学ばなければそれを学ぶ価値は少ない。
言語には、それを用いる人たちゃ国の歴史性や文化性という背景があり、それでこそ言語の面
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白さがあると考えられる。高級でなくても言葉のもつこれらの意義は十分くみとれるものでは
なかろうか。ちょうど、ドイツ語を学ぶとき、たとえはグリム童話集が最もよいテキストであ
るように、英語でも中学校のテキストは高く評価されよう D いいかえると、中学校の教科書を
十分駆使する力がなければ、より高級な文学を味わうことなどできるとは思えない。
教養過程でこのような教育を徹底すれば、専門過程で英語をコミュニケイションの手段とし
て駆使することができ、内容本位の演習をおこなうことができることになろう。
5 
理科系学生の英語教育は当該の学部でやればよいではないか、という議論がでるかもしれな
い。たしかに、それぞれの専門分野に特有の学術用語もあるし、おそらく特有の用法もあるか
ら、専門分野と関連した、内容に中心をおいた英語教育は必要である。だからこそ、専門過程
や大学院の演習などで英語教育を行っているのが実情である。だからといって、教養過程にお
いても、専門分野と関連した英語教育をおこなうのがよいとはいえない(筆者はここで教養教
育一般のありかたについて議論するつもりはない)。しかし、教養過程における英語教育の改善
のためにすでにのべた教育内容の改正に加えて、制度上の改正を強く要望したい。それは外国
語を教養過程の必修課目からはずすことである。すなわち、学生が単位取得のために外国語の
授業を受けなくて済むようにするわけである。外国語を必修課目からはずし、このために外国
語を受講する学生が減っても、単位のため厭々ながら授業に出、かえって英語読解力が低下す
るという弊害を招くよりはまだましではないか。
プロの研究者養成機関である大学院では、英語が手段として必要であるのは論をまたない。
したがって、大学院入試には総合的、かつ厳密な英語力テストを課さなくてはならない。大学
院に入ってから改めて作文や聴きとりを中心とした英語の勉強をおこなうようでは困る。教養
過程で外国語を必修にしなくても、研究者を目指す理科系学生は、少なくとも大学院入試のた
め、自発的に英語を学ぶにちがいない。以上が、筆者が要望する制度上の改革案である。
以上は、主として研究者をめざす理科系学生のための英語教育について論じてきた。しかし、
実際には理科系学生でもすべて研究者をめざしているわけでない。全く異なった道を進む人、
あるいは外国語と縁のない職業をもっ人も多いであろう。研究者のように英語をコミュニケー
ションとして用いる道以外の道をとる人にとって、教養過程の英語教育から、外国語を学んだ
楽しさが記憶に残り、必要に応じて読み書き、あるいは話し聞きにつかえるようになればよい
と思うのである。
註10筆者がよく診断テストに用いるのは次の教材である。
Harris， D. P.: Reading Improvement Exercises for Students of English as a Second 
Language. Prentice-Hall， Inco.， Englewood， N.J. (1966). 
註2。最近出版された次ぎの参考書は科学論文を書く人のために大変役に立つ。
O'Connor， M. and F. P. Woodford: Writing Scientific Papers in English. Elsevier， 
Amsterdam， Oxford， New York (1976). 
註3。文法、語葉、作文力の練習に役に立つ参考書も多いが、次にあげるものは筆者自習用、あ
るいは研究室の演習などで愛用している。
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Fitikides， T.J.: Common Mistakes in English (5th edふLongmansGreen & Co. Ltd. London 
(1963). 
Lewis， N.: Better English (Revised Edition). Dell Publ. Co.， Inc.， New York (1967). 
(iuPJ 1976年10月号、 48号、東京大学出版会)
4.生物、植物
「生命と核酸J
1.生の本質をさぐる核酸
去る10月16日付けの各新聞に「核酸の人工合成Jという記事が報じられていた。すなわち、
米国イリノイ大学のスピーゲルマン博士、京大の春名博士、それに英国のホランド博士らの研
究グループが"生きた核酸"の合成に成功した、というものである。また、 10月15日の新聞に
よると、 1965年度ノーベル生理、医学賞は「酵素合成の遺伝的制御」の研究を行ったフランス、
パスツール研究所のルオフ教授、ジャコブ博士、モノ博士らに授与されることになった、とい
うことである。今年はまた、メンデルがチェコスロヴァキアの僧院でエンドウを育てながら行
った地味な実験から近代遺伝学の基礎となった遺伝の法則を発見してからちょうど100年になる。
なぜこれらの研究に生物学者は注目し、新聞雑誌などがとりあげるのであろうか?これらの
研究は、一言でいえば、「生命」の本質が明かにされる糸口を与えるからである。
それでは「生命」または「生命現象」とは一体何であろうか?簡単にいえば、生命現象が物
理、化学的現象とちがう点は「同じものを作るJつまり「自己増殖」ということである。もう
少しこまかくいうと、生命現象における自己増殖とは、生きものが自分と完全に同じものを作
る、という情報を複写し、その情報に従って増殖する、ということである。
2.細胞は細胞から生ずる
生命の不思議さをつきとめようとする生物学の研究は、 19世紀半ば、いわゆる「細胞学説」
が体系づけられて以来本格的にはじまった。自己増殖という概念は、 1855年フィルヒョウが「細
胞は細胞から生ずる」といったことにはじまる。この考えは生命の本質を求める生物学の諸分
野のうち、とくに遺伝学の基礎になった。そこで、ここでは遺伝学を中心にして生命の本質の
探究についてのべよう。
メンデルの遺伝の法則は1865年に発表された。生物が親に似るのは「遺伝子」による、とい
うのがメンデルの研究の重要な点であった。彼の論文は数学的解析が多く難解だったので、当
時の人々にかえりみられず、 1901年に再発見されるまで35年もの年月を要した。 19世紀末にい
たり、生物の遺伝現象が細胞の中の細胞核と関係があることが明かになり、その後1910年にモ
ーガンによるショウジョウパエの遺伝の研究が発表された。ここにいたって、メンデルのいっ
た「遺伝子jがかなり具体的な概念になった。すなわち、遺伝子は生物のもつ個々の遺伝形質
を支配し、細胞核の中にある「染色体Jの一定の場所に位置を占めている。遺伝子は染色体上
